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滋賀県犬上郡多賀町の古琵琶湖層群から産出した
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Fossil donaciine beetles from the Pleistocene Kobiwako Group of Taga town, 

Shiga Prefecture, Japan (Coleoptera: Chrysomelidae)
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Summary: A fossil insect assemblage was produced from an excavation in the stratum of Pleistocene 
Kobiwako Group of the Shide district in Taga town, Shiga Prefecture, Japan. The assemblage consists of two 
Donaciinae species of Chrysomelidae, of which one is identified as Donacia (Donaciomima) sp. cf. versicolorea 
(Brahm,1790). This species is recorded from a stratum of the Kobiwako Group for the first time. 

はじめに
1993年に，滋賀県犬上郡多賀町四手地域で古琵
琶湖層群の地質調査が行われた．これはびわ湖東
部中核工業団地の造成工事に伴う（田村ら，1993）
もので，この調査によって四手部層を中心にア
ケボノゾウ（小西・音田 , 1994），シカ（阿部ら , 
1994），大型植物（山川 , 1994），および貝類（田村
ら ,1994）の化石が発見された．2013年は，ここで
アケボノゾウが発見されてから 20年目にあたる．
この節目の年に「多賀町古代ゾウ発掘プロジェク
ト」が企画され，（株）住友大阪セメント滋賀県鉱
産の協力を得て，再度学術調査が行われた．
これまで，古琵琶湖層群からの昆虫化石の記録
はわずか 3例のみであり（冨永・昆虫化石研究グルー
プ , 1993; Hayashi and Shiyake, 2002; 林 , 2006），四
手部層からの昆虫化石の記録はなかったが，今回
の発掘調査において，新たに昆虫化石が産出した
ので報告する．
本文に入るに先立ち，滋賀県立琵琶湖博物館の
里口保文氏には本論文の作成にあたり地質概略，
層準についてコメントいただいた．また，現地調
査での試料採取では，多賀町古代ゾウ発掘プロジェ
クトの組織の一員である多賀町立博物館職員，専
門班，琵琶湖博物館はしかけグループ「古琵琶湖
発掘調査隊」，多賀町発掘隊の方々にご協力いただ
いた．滋賀県立琵琶湖博物館のマーク・J・グライ
ガー氏には，英文校閲をしていただいた．記して，
以上の方々に感謝する．

地質概略
調査地域には，古琵琶湖層群蒲生累層上部から

草津累層が分布しており，下位から四手川 I，四手
川 II，四手，南四手川，富之尾，MP，梨ノ木の７
層の火山灰層が確認されている．そのうち ,富之尾
火山灰層は ,大阪層群の福田火山灰などを含む広域
テフラの恵比寿峠 -福田テフラ（約 1.75Ma）に対
比される（田村ほか , 1993; 長橋ほか，2000）．ま
た，四手火山灰層のフィッション・トラック年代
が 1.8±0.3Maを示し，古地磁気では富之尾火山灰
層および下位の四手川 I・II火山灰層が逆磁極期，
四手火山灰層が正磁極期であり，松山逆磁極期の
オルドバイ亜磁極期に相当し（林田・雨森 , 1993），
地質時代は第四紀の前期更新世に相当する．

産出場所と産出層準
昆虫化石を産出したのは，滋賀県多賀町四手で

ある（図 1）．化石産出地点の柱状図を図 2に示す．
昆虫化石は，おもに四手火山灰層から富之尾火山
灰層の間，四手部層の粘土層およびシルト層から
産出している．

産出した昆虫化石
今回の調査で検討を行った昆虫化石は，グリッ

ド 3，4，5，10，14，15，19の 7地点から産出し
た計 26点で , いずれも甲虫目（Coleoptera）に属
するものであった（表 1）．産出した昆虫化石のう
ち，ハムシ科（Chrysomelidae）ネクイハムシ亜科
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（Donaciinae）は , アオヘリネクイハムシに比較され
る種 Donacia (Donaciomima) sp. cf. versicoloreaが 18
点で , グリッド 3，4，14，15，19から産出した．また , 
ネクイハムシ亜科の 1種 5点はグリッド 3，14，19
から産出した．他の 3点は科を同定できなかった .

記載と同定
1. ネクイハムシ属の1種Donacia (Donaciomima) sp. 

cf. versicolorea（図3A–I, 図4A–B）
部位：上翅 ,前胸背板．
記載：前胸背板は青～緑色の金属光沢があり，

横長で横シワと点刻がある．上翅は全体に赤銅色
で金属光沢があるが，側縁および翅端にかけて青
色を帯びる．全体に縦長で点刻列があり，第 1～
第 9間室まではシワが少なく平滑であるが，第 10
～第 11間室や翅端部は横シワが多い．翅端はやや
幅のある切断状．
計測値：上翅の長さ 1.0–5.4 mm.最大幅 1.1–1.3 

mm前胸背板の長さ 1.0–1.3	mm. 
備考：本種の上翅・前胸背板の特徴は旧北区

に広く分布する現生種のアオヘリネクイハムシ
Donacia versicolorea Brahmとよく一致するが，本種
の標徴であるオス後腿節の二股状のトゲが確認で
きていないため，種の決定は保留する．
2. ネクイハムシ亜科の1種Donaciinae sp.（図4C–E）

図1.　滋賀県犬上郡多賀町四手地域の化石産地.　(国土地理院発行の1:25,000地形図「高宮」を使用.)
Fig. 1. A map showing the locality of fossiles at Shide district, Taga cho. (The topographic map “Takamiya”. Scale 

1:25,000. Issued by the Geographic Survey Institute)

図2　化石産地における地層柱状図. 矢印は化石産出層準の範
囲を示す．（田村ほか, 1993に加筆.）

Fig. 2. Geological column of the Shide-bu Formation at the locality 
of fossiles. 
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部位：上翅（破片）.
記載：点刻列があり，間室には横シワが認めら
れる．
計測値：上翅の長さ 1.2–2.2 mm. 最大幅 1.1–1.7 mm．
備考：保存が悪いため属の同定は困難であるが，
間室のシワの状態から，上記の種とは異なる可能

性がある．

考察
旧北区に広く分布する現生種のアオヘリネクイ
ハムシに比較されるネクイハムシ属の一種 Donacia 
(Donaciomima) sp. cf. versicoloreaは ,日本では絶滅

図3. 四手部層から産出した昆虫化石(1). A–I,ネクイハムシ属の1種（アオヘリネクイハムシに比較される
種）Donacia cf. versicolorea (A–F, 右上翅, G–I, 左上翅). スケールは1.0 mm．

Fig. 3 Fossil insects produced from the stratum of Shide-bu Formation (1). 
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した種である．本種と同種と見られる化石は ,日本
各地の鮮新世（約 400～ 300万年前）から中期更新
世（約 74～ 14万年前）の地層から見つかっている
が（八尋ら , 2001; 林ら , 2003, 2005；Hayashi, 1999, 
2000），古琵琶湖層群からは初めて確認された．
現生のアオヘリネクイハムシの生態から ,浮葉植

物が生えるような ,ある程度水深のある水域であっ
たことが推測される．
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図4．四手部層から産出した昆虫化石(2). Fig. 4. Fossil insects produced from the stratum of Shide-bu Formation (2).
A–B,ネクイハムシ属の1種（アオヘリネクイハムシに比較される種）Donacia cf. versicolorea前胸背板. C–E, 

ネクイハムシ亜科の１種上翅. スケールは1.0 mm. 

分類群＼（産出地点） G3 G4 G5 G10 G14 G15 G19
ハムシ科 Chrysomelidae

ネクイハムシ属の1種Donacia
(Donaciomima ) sp. cf. versicolorea 5 1 3 4 5

ネクイハムシ亜科Donaciinae spp. 1 2 2
その他甲虫
科属種未定 Fam. gen. et sp. indet. 1 1 1

合計 6 1 1 1 5 4 8

表１．四手部層から産出した昆虫化石．Table 1. Fossil Coleoptera produced from the stratum of the Shide-bu 
Formation.
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（2013年 12月 6日受領，2014年 2月 9日受理）

【短報】九州・宮崎県におけるウスイロツヤヒラタ
ガムシの採集記録
ウスイロツヤヒラタガムシ Agraphydrus ishiharai 

(Matsui, 1994)は熊本県上村（現あさぎり町）の
球磨川水系免田川産の標本を基に記載された流水
性種である．本種はこれまでに本州，四国，九州
（愛知県，滋賀県，島根県，高知県，熊本県）か
ら記録されているが，その生息地は限られている
（Matsui, 1994；Kamite, 2005；林，2009）．筆者はこ
れまで生息記録のない宮崎県大淀川水系において

本種を採集しているので，ここに報告する．
10exs., 宮崎県高岡町浦之名 , 21. VIII. 2008; 6exs., 
同所 , 3. X. 2013, いずれも筆者採集（図 1）．
採集地は大淀川と支流の浦之名川が合流する地

点の河川敷水際の礫間である（図 2）．同所的にコ
モンシジミガムシが多数みられた．本属種は一般
に水の清澄な川岸の礫間に生息することが知られ
ており，中でも本種は渓流域ではなく，比較的開
けた中下流域に生息する傾向がある（林，2009）．
今回の採集地も大規模水系の中下流景観の場所で
あり，これまでの記録と一致する．2012年 3月に
同所を訪れた際にはまったく見られなかったこと
から，成虫はある程度決まった時期に出現するも
のと考えられた．
本種は模式産地周辺では環境の変化により近年

確認できなくなっており，熊本県版レッドリスト
では絶滅危惧 IA類に選定されている．大規模河川
の中下流域は一般的に都市開発の影響を受けやす
いことから，水質悪化や治水目的の河川改修によ
り本種の生息適地は全国的に減少しているものと
推察される．
本報をまとめるにあたり，種々ご教示いただい

た上手雄貴博士（名古屋市衛生研究所），蓑島悠介
博士（北九州市立自然史・歴史博物館），岩切康二
氏にこの場を借りてお礼申し上げる．
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図1．宮崎県産ウスイロツヤヒラタガムシ．

図2．採集した環境．


